けて、 巌は 松の 緑に して、 霜に も 色 は 変えない ので あ 

る。 

いさま 

されば こそ、 松 五郎。 我が 勇 しき 船頭 は、 波打 際の 

崖 をた よりに、 ぉ浪 という、 その美し き 恋女房と、 愛 

ちの み くだん かど 

らしき 乳児 を 残して、 日 ごとに、 件の 門の 前なる 細路 

つ あいむ か つった 

へ、 衝 とその 後 姿、 相対え る 猛獣の 間に 突立つ よと 見 

うなばら くぐ 

れば、 直ちに 海原に 潜る よう、 砂山 を 下りて 浜に 出て、 

こ かもめ 

たちまち 荒海 を 漕ぎ 分けて、 飛ぶ 鷗ょ りなお 高く、 見 

果てぬ 雲に 隠る るので。 

いそ もく. to- にお たす き 

留守 はた だ 磯 吹く 風に 藻屑の 句い の、 櫸 かけた る 

かいな かお リ そら だき 

腕に 染 むが、 浜 百合の 薫より、 空 燻より、 女房に は 



リ ようば なじみ 

と 女房 は、 毎日の ように 顔 を 見る 同じ 漁場の 馴染の 

-P つ こ はリ つ れづ れ 

奴、 張 ものに うつむいた まま、 徒然ら しい 声 を 懸ける。 

片手 を 懐中へ 突 込んで、 どう、 して こました 買 喰 や 

の ふところ みじんぼう 

ら、 一 番蛇を 呑んだ 袋 を 懐中。 微塵 棒 を 縦に して、 前 

歯で へし 折って 嚙リ ながら、 縁台の 前へ によつ きりと、 

はちまき す こ はげ 

吹 矢が 当って 出た ような 福助 頭に 向う 顱卷。 少兀の 紺 

つつそで かか あしゅう もら あさぎ しごき 

の 筒袖、 どこの 媽々 衆に 貰った やら、 浅黄の 扱 帯の 裂 

よ ひとえ しり さが 

けたの を、 繩に 捩った 一重 まわし、 小生意気に 尻 下り。 

おやじ ねんぶつ じじい 

これが 親 仁 は 念仏 爺で、 網の 破れ を 繕う うち も、 

数珠 を 放さず 手に かけながら、 萚 の 中の 小 窓の 穴から、 

のぞ 

隣の 柿の 木、 裏の 屋根、 烏 を じろ りと 横目に 視 くと、 



掛けた あとじ や、 やっぱり、 張 もの をして くんね え じ や 

己 厭 だぜご 

「ああ、 しましょう とも、 しなく つて さ、 お ほほ、 三 

ちゃん、 何 を 張る の ご 

「え、 そり や、 何 だ、 また その 時 だ、 今 は 着た ッ きり 

で 何にもね え ご 

と 面 くらった 身の まわり、 はだかった 懐中から、 ず 

リ 落ちそう な 菓子 袋 を、 その 時 縁へ 差 置く と、 鉄砲玉 

力 力、 ら 力、 らカ、 ら 

あわた だ ま、,.^ 

「号外、 号外 ッ、」 と 慌 しく 這 身で 追 掛けて 平手で 横 

また 

ざまに ボンと 払く と、 ころりと かえるの を、 こっち か 



船頭のお かみさんが、 そんな 弱虫 じ やや 可ね え や、 あ 

あ、 お浜 ッ児 はこう は 育てたくない もんだ ご と、 機械 

があって 人形の 腹の 中で 聞え るよう な、 顔に は 似ない 

高慢 さ。 

女房 は 打 笑みつつ、 向 直って 顔 を 見た。 

「ほほ ほ、 いう こと だけ 聞いて いると、 三ち やん は、 

大層 強そう だけれ ど、 その実 意気地なし ッ たらな いん 

だもの、 何よ、 あれ は？」 

「あれ はッ て？」 と 目 をぐ るぐ る。 

「だって、 源 次さん 千 太さん、 理 右衛門^さん なんか 

いき 

が 来る と …… お前さん、 この 五月 ごろから、 粋な 小 烏 



といわれないで、 ベ ソを搔 いた 三 之 助 だ、 べソ三 だ、 

べソ三 だ。 ついでに 鲻と 改名し ろなん て、 何 か 高慢な 

口 をき く 度に、 番 ごと 籠め られ ておいで じ やない か。 

何でも、 恐い か、 辛い かしてき つと 沖で 泣い たんだよ。 

まむき やっこ 

この 人 は、」 とおかし そうに 正 向に 見られて、 奴 は、 

はち ま. 5 

口 をむ ぐむ ぐと、 顱卷を ふらりと 下げて、 

「へ、 へ、 へ ご と 俯向いて 苦笑い。 

「見た が 矛い、 べソ ちゃん や ご 

と 思わず 軽く 手 をた たく。 

「だって、 だって、 何 だ、」 

と 奴 は 口惜し そうな 顔色で、 



おら とし まぐろぶ ね こ やつ たんと 

「己ぐ らいな 年紀 で、 鮪 船の 漕げる 奴 は 沢山ね ぇぜ。 

ここ いらの 鼻垂 し は、 よう 磯 だ つ て 泳げよう か。 

せき き 

たかだか 堰で めだか を 極める か、 古川の 浅い 処で、 ば 

ちゃば ちゃと 鮒 を 遣る だ。 

ひとうね 

浪打 際と いったって、 一 畝り 乗って 見ね えな、 のた 

りと 天上まで 高くな つて、 嶽の堂 は 目の 下 だ。 大 風呂 

敷の 山 じ やねえ が、 一 波 越す と、 谷底よ。 浜 も 日本 も 

てんとうさま 

見え やしね えで、 お 星 様が 映りそう で、 お 太陽 様 は 

ま つ さお あね なぎ い 

真 蒼 だ。 姉さん、 ffl の 可い 日で そうなん だぜ。 

処を 沖へ 出て 一 つ 暴風雨と 来る か、 がち やめち やの 

ま つ くら 

真暗 や みで、 浪 だか 滝 だ か 分らね え、 真水と 塩水 をち や 



あにき でえ 

こんの 兄哥 もそう いうし、 乗組んだ 理 右衛門 徒え も、 

姉さんに は 内証に してお け、 話す と 恐怖が るッ ていう 

からよ ご 

みんな 

「だから、 皆で 秘 すんだ から、 せめて 三 ちゃんが 聞か 

せて くれた つ て 可 じ やない かね ご 

しゃべ みんな 

「むむ、 じ や 話す だが ね、 おらが 饒舌った つて、 皆に 

、寸. JJ5 

いっち や 不可え だぜご 

「誰が、 そんな こと をい うもんです かご 

「お浜 ッ児 にも 内証 だよ ご 

そつ ほろ が や さし のぞ 

と 密と伸 上 つ てまた 縁側から 納戸の 母 衣 蚊帳 を差視 



隅が あって その 隅の 方から 響いて 来た だよ。 

西 さ 向けば、 西の方、 南 さ 向けば 南の 方、 何でもお 

うね おんな じ 

ら がの 向いた 方で 聞え る だね。 浪の 畝る と 同一 に 声が 

浮いたり 沈んだり、 遠くな つたり な、 近くな つたり。 

その内 ぼや ぼやと 火が 燃えた。 船から、 沖へ、 もの 

ま つ くろ 

の 十四 五町と 真黒な 中 へ 、 ぶくぶくと 大きな 泡が 立 つ 

ように、 ぼッと 光ら あ。 

とも びっくり わめ 

や あ、 火が 点れたい ッて、 おら あ、 吃驚して 喚く と 

あ ^ 

な、 …… 姉さん ご 

こわね 

「おお、」 と 女房 は 変った 声音。 

ま とま 

「黙って、 黙って、 と理 右衛門 爺 さまが 胴の 間で、 苫 



「何でも、 は あ、 おらと 同じように、 誰か その、 炎 さ 

漕いで 来る だが ね。 

傍へ 来られて はなん ねえ だ、 と 艢づか を 刻んで、 急 

いでし やくる と、 は あ、 不可え。 

ま- P 

向う も、 ふわ ふわと 疾 くなる だ。 

こり や、 なんね え、 しょこと がない、 ともう 打ち や 

ら かして、 おさえて 突立って びくびくして 見て いたら 

な。 やっぱり それでも、 来 や あがって、 ふわりと やつ 



り 出して、 たたきつけ たような、 うようよ とした もの 

よ。 

あお みよし 

どす 赤 いんだの、 うす 蒼 いんだの、 にちにち 舳 の 板 

にく ッ ついてい るよう だつ け。 

す ぼ りと 離れて、 海へ 落ちた、 ぐるぐ ると 廻った だ 

さつ ひとなみ 

がな、 大 のしに 颯との して、 一 浪で 遠くまで 持って行つ 

うお 

た、 どこかで 魚の目が 光る ようによ。 

すべ 

おらが 肩 も 軽くな つて、 船 はすら すらと、 にり 出した- 

ひつ そ い びき 

胴の 間 じ や 寂り して、 幽かに 鼾 も 聞え る だ。 夜 は 恐 

ろしく 更けた だが、 浪も 平 にな つ ただから、 おら も 息 

を 吐いた がね。 



その 中に、 は あ、 細長い、 ぬめら とした、 黒い 島が 

浮いた つけ。 

さめ 

あやかし 火に ついて、 そんな 晚は、 鮫の 奴が 化ける 

だと …… あとで 爺 さまが いわしった。 

まっか 

そうい や、 目 だつ ベい。 真 赤な 火が 二つ 空 を 向いて、 

とっさ. 5 にら 

その 背中の 突先に 睨んで いたが、 しばらく するとな。 

ばけ ざめ みじん 

いまの 化 鮫め が、 微塵に なった ように、 大きい 形 はす 

ぼリと 消えて、 百と も 千と も 数 を 知れね え、 いろんな 

うお 

魚が、 すらすら すらすら、 黄色な 浪の上 を 渡りお つた 

が、 化 鮫め な、 さまざま にして 見せる。 唐の 海 だか、 

てんじく オランダ 

天竺 だか、 和蘭陀 だか、 分ン ねえ 夜中だった けが、 お 



た 燃える だ。 

かき 

おら 一 生 懸命に、 艢で搔 のめして くれた けれど、 火 

おんな 

の 奴 は 舵にから まりく さって、 は あ、 婦人の 裾が 巻き 

ついた ように も 見えれば、 爺の 腰が しがみつ いたよ 

あんこう しらは リぢ ようちん 

うで も ありよ。 大きい 鮫 鱸が、 腹の 中へ、 白 張 提灯 

鵜呑みに したよう にもあった。 

こん 畜生、 こん 畜生と、 おら、 じだんだ を 蹈んだ も 

ん だで、 舵へ ついた かよ、 と理 右衛門^ さまが いわつ 

ひつ とも 

しゃる。 ええ、 引から まって 点れく さる だ、 というた 

らな。 よくね えな、 一 あれ、 あれよう ぜ、 と滅ん つた 

声で 松 公が そういつ けえ。 



とま 

「苫を 上げて、 ぼやり と 光って、 こんの 兄哥の 形が な、 

くらやみ 

暗中へ 出さし つた。 

やっこ つ 

おれに 貸せ、 奴 寝ろ い。 なるほど うっとうしく 憑 

てのひら い き 

きゃあが るッ て、 ハツと 掌 へ 呼吸 を 吹かし つたわ。 

一し け 来る ぞ、 騒ぐな、 といって 艢づ かさ 取って、 

ま つ すぐ 

真直に 空 を 見さし つたで、 おら も、 ひとりでにす ッこ 

あたま 

む 天窓 〔# ルビの 「あたま」 は 底本で は 「あまた 匕 を 上げ 

て視 める とな、 一面に どす 赤く 濁って 来た だ。 波 は、 

ま つ < ろ 

そこらに 真黒な 小山の ような 海坊主が、 かさな リ 合つ 

て 寝て るよう だ。 

おら 胴の 間へ 転げ込ん だよ。 ここに も ごろごろと 八 



こちらに も 耳に つ いて 聞え る だね ご 

九 

は つ ちょうろ 

「その 時 さ、 船 は 八丁 艢 になった がな、 おらら が 呼ば 

る 声 じ やねえ だ。 

やっぱり おなじ 処に、 舵に ついた、 あやし 火の あか 

リ でな、 影の ような 船の 形が、 薄 ぼんやり、 鼠色して 

煙が 吹いて 消える 工合よ、 すッ 飛ん じ やする すると 浮 

いて 行く。 

ありが て わめ 

難 有え、 島が 見える、 着けろ 着けろ、 と 千 太が 喚く _ 



や あ、 どこの か 船 も 漕ぎつ けた、 島が そこに、 と 

リぇ むじい じき 

理 右衛門 爺 さま。 直さ そこに、 すくす くと 山の 形 さあ 

やみ つきぬ 

ら われて、 暗の 中 突貫いて 大幅な 樹の 枝が、 ※ 〔# 「さ 

ん ずい + 散」、 288-1S の あいだに 揺 ぶれて な、 帆柱 さ 

突立って、 波の 上 を 泳いで る だ。 

血迷った かこい つら、 爺 様まで が 何 をい うよ、 島 も 

山 も、 海の 上へ 出た もの は 石塊 一 ッ ある 処じ やねえ。 

かくれい わ つれ ゆうれい ぶね たしか 

暗礁へ 誘い 寄せる、 連 を 呼ぶ 幽霊船 だ。 気 を 確に 持 

たっせえ、 弱い 音 を 出し や あがるな ッて、 此 家の 兄哥 

が 怒鳴る だけん ど、 見す見す 天竺へ 吹き 流される だ、 

おか あが いき つ 

地獄の 土で も 構わね え、 陸へ 上って 呼吸が 吐きたい、 



「あとで、 はい、 理 右衛門^ さま もそう いっけえ、 こ 

の 年になる まで、 昨夜 ぐれえ 執念深え あやかし の 憑 

いた 事 はねえ だ つ て。 

姉さん。 

何 だって、 あれ だよ、 そんなに 夜が あけて 海のば け 

か う てもと 

もの ども さ、 する する 蚯け 出して 失せる だに、 手許が 

あかる みんな つちけいろ ろ 

明くな つて、 皆の 顔が 土気色に なって 見えて よ、 艢 

が 白うな つたのに、 舵に くいついた、 えても のめ、 ま 

だ 退かね えだ。 

てんとう かげ あお 

お 太陽 さまお 庇 だね。 その 色が 段々 蒼くな つてな、 

ちっとず つ 固まって 接、，， すくまつ たよう だつ け や、 ぶ 



の ど あおむ 

女房 も それなりに 咽喉 ほの 白う 仰向いて、 目 を 閉じ 

て 見る、 胸の 中の 覚え 書。 

「じ や 何 だね、 五月雨 時分、 夜中から あれた 時 だね。 

まあ、 お前さん は 泣き出す し、 爺 さま もお 念仏 をお 

い のち 

唱え だって。 内の人 は その 恐し ぃ浪の 中で、 生命が け 

で 飛込んで さ。 

かど じょう 

私 はた だ、 波の音が 恐し いので、 宵から 門へ 鎖 をお 

ろして、 奥で お浜と 寝た つけ、 ねえ。 

どんな 烈しい 浪が 来ても 裏の 崖 は 崩れない、 鉄の 壁 

だ 安心し ろッ て、 内の人が おいいだ から、 それば かり 

をた よりにして、 それでも ドンと 打つ かる ごとに、 3 室 



ことば 

と 思い入つ たか 言 も あらため、 縁に 居ず まい もな 

おした ので ある。 

やっこ たそがれ からす 

奴 は 遊び 過ぎた 黄昏の、 鴉の 鳴く の をき よろ きょ 

うわ 

ろ 聞いて、 浮 足に 目 も 上つき、 

「姉さん、 稲葉 丸 は 今日 さ 日帰り だつ べいか ご 

「ああ、 内で もね。 今日は 晚 方までに 帰る つて 出かけ 

たがね、 お聞きよ、 三ち やん、」 

おさ 、2- つ こ 

と そわそわす るの を 圧え ていった が、 奴 はよ くも 

聞かないで、 

も^ 」 こ +- 

「姉さん こそ 聞きね えな、 あらよ、 堂の 嶽 から、 烏が 

どろぼう 

出て 来た、 カオ、 カオ もね えもん だ、 盗賊 をす る 癖に 



しゃ あがって、 漁 さえ 当る と 旅 を かけて 寄って 来 やが 

ら。 

姉さん 船が 沖へ 来た ぜ、 大漁 だ 大漁 だ、」 

と 烏の 下で 小さく 躍る。 

「じ や、 内の人 も 帰って来よう、 三ち やん、 浜へ 出て 

見よう かご と 良人 〔# ルビの 「おっと」 は 底本で は 「をつ 

さま えもん 

と 匕 の 帰る 嬉し さに、 何事 も 忘れた 状で、 女房 は 衣紋 

を 直した。 

「まだ、 見える ような 処 まで 船 は入リ やしね えだよ。 

見さつ せえ。 そこらの 柿の 樹の 枝なん か、 ほら、 ざ わ 

ざ わと 烏め い、 えんこ をして 待って やが る。 



おでこ つまさき かき がら 

と 出額 をが ッ くり、 爪 尖 に蠣殻 を突ッ かけて、 

あかとんぼ こぼ 

赤蜻蛉の 散った あとへ、 ぼたぼたと 溢れて 映る、 烏の 

あ しっぷて 

影 へ 足 礫 。 

「何 を また カオ カオ だ、 おら も 玩弄物 を、 買お、 買お 

だ ご 

黙って 見て いる 女房 は、 急に またし め やかに、 

「だから さ、 三ち やん、 玩弄物 も 着物 も 要らない から 

ほ. » 

お前さん、 漁師で なく、 何ぞ 他の 商売 をす るよう に 心 

懸けて おくん なさい よご という 声もう るんで いた。 

奴 は はじめて 口 を 開け、 けろ りと 真顔で 向 直って、 

「何 だって、 漁師 を 止めて、 何 だって、 よご 



十二 

「ああ、 何だか 陰気に な つ て、 穴の 中 を 見る よう だよ ご 

ゆうまぐれ なまび も み 

とうら 寂しげ な 夕 間暮、 生 干の 紅 絹 も 黒ずんで、 

四辺 はものの 磯の 風。 

やっこ もと きび や 

奴 は、 旧来た 黍 がらの 痩せた 地蔵の 姿して、 ずらり 

こみち 

と 立 並ぶ 径を 見返り、 

「もっと 町の 方へ 引越して、 軒へ 瓦斯 燈 でも 点ける だ 

あこ- P 

よ、 兄哥も それ だから 稼 ぐんだ ご 

「いいえ、 私 や、 问も 今の くらしに どうこうと 不足 を 



いうん じ やな いんだ わ。 私 は 我慢 をす る けれどね、 お 

,R わ い ほか 

浜が 可哀 そうだから、 号外 屋 でも 何んでも いい、 他の 

商売に してお くれって、 三ち やん、 お前に 頼 むんだ よ。 

内の人が 心配 をす ると 悪い から、 お前 決して、 何ん に 

もい うんじ やない よ、 ゆ いかい、 解った の、 三ち やん ご 

からす うなす 

と 因果 を 含める ようにい われて、 枝の 鴉 も 頷き 顔。 

「むむ、 じ や 何 だ、 腰に 鈴 をつ けて 龃け まわる だ、 帰つ 

じい さま あし 

たら 一番、 爺 様と 相談す べいか、 だって、 お 銭に やな 

ら ねえと よ。」 

と 奴 はき 乎げ て 指を嚙 む。 

いきな リ 

「いいえ さ、 今が今と いうん じ やな いんだよ。 突然 そ 



んな事 をい つち や 不可い よ、 まあ、 話 だ わね ご 

と 軽く いって、 気 を かえて 身 を 起した、 女房 は 張 板 

な 

を そ つ と 撫で、 

「慾 張った から 乾き 切らない ご 

あ a 

「何、 姉さんが 泣く からだ、」 

だしぬけ 

と 唐突に いわれた ので、 急に 胸が せまった らしい。 

「ああ、」 

かた そで 

と 片袖を 目にあて たが、 はッ とした 風で、 また 納戸 

を 見た。 

「がさがさす るね、 鴉が 入り やしまい ねえ ご 

三 之 助 はまた 笑い、 



ほろ が や みじろ 

と 女房 は 暗い 納戸で、 母 衣 蚊帳の 前で 身 動ぎ した。 

「おっと、」 

奴 は 縁に 飛びつ いたが、 

「ああ、 跣 足 だ 姉さん ご 

すね 

と 脛 を もじもじ。 

r|i よ、 お上りよ ご 

あね きれい 

「だって、 姉さん は 綺麗ず き だからな ご 

「構わない よ、 ねえ、」 

こ ほおずり 

といって、 抱き上げた 児に 頰摺 しつつ、 横に 見向い 

た 顔が 白い。 

からす 

「や あ、 もう 笑つ てら、 今 泣いた 烏が、」 



「おや、 もういって しまったんだ よご 

女房 は 顔 を 上げて、 

こども 

「小児 だね え」 

のき おもて 

と 独りでい つたが、 檐の 下なる 戸外 を 透かす と、 薄 

黒い のが 立って いる。 

「何 だね え、 人 を だまして さ、 まだ、 そこに 居る のか 

こいつ 

ヽ ヽ 匕又ヽ I 

こども ぶ 

と 小児に 打た せた そうに、 つかつかと 寄った が、 

す さ 

ぎよ つ として 退った。 

もうろう 

檐 下の 黒い もの は、 身の 丈 三 之 助の 約 三倍、 朦朧と 

つむり 

して 頭の 円い、 袖の 平たい、 入道であった。 



しょう。」 

うなず 

薄暗が りに 頷いた ように 見て取った、 女房 は 何と 

なく 心が 晴れて 機嫌よ く、 

「じ や、 そうしましょう/ \。 お前さん、 何にも あり 

ません よご 

勝手へ 後 姿になる に 連れて、 僧 はの ッそ リ、 夜が 

かたま 

固 つて 入った ように、 ぬいと 縁側から 上り 込む と、 表 

の 六 畳 は 一 杯に 暗くな つた。 

これに ギヨ ッ として 立 淀んだ けれども、 さる にても 

おんな 

婦人 一 人。 

ただ、 ちっとも 早く 無事に 帰して しまおうと、 灯 を 



ま おっと 

つける 間 もも どかしく、 良人の 膳 を、 と 思う につけて、 

自分の 気の 弱い のが ロ惜 かった けれども、 目 を 瞑って、 

ちの み ふく 

やがて 嬰児 を 襟に 包んだ 胸 を 膨ら かに、 膳 を 据えた。 

「あの、 なりたけ、 早くなさい ましよ、 もう 追ッ つけ 

帰りましょう。 内の はいつ こくで、 気が 強いんで ござ 

ん すから、 知らない 方 をこう やって、 また 間違いに で 

、. 寸 

もなる と 不可ません、 よう ござんす かご 

うずた 力 も 

と 茶碗に 堆 く 装った ので ある。 

ま こ まんなか ど ころ 

その 時、 間の 四隅 を 籠め て、 真中 処に、 の ッしリ と 

おお あぐら 

大胡 坐で いたが、 足 を 向う ざまに 突き出す と、 膳 は ひ 

しゃげ たように 音 もな く 覆った。 



「あれえ、」 

に すそ 

と 驚いて 女房 は 腰 を 浮かして 遁げ さまに、 裾 を 乱し 

て、 ハタと 手 を 支き、 

「何です ねえ ご 

僧は大 いなる 口 を 開けて、 また 指した。 その 指で、 

かかる 中に も 袖で 庇った、 女房の 胸 を じりり とさし つ 

つ、 

(児 を 呉れい。) 

と 聞いた と 思う と、 もう 何にも 知らなかった。 

我に 返って、 良人の 姿 を 一目 見た 時、 ひしと 取鎚っ 

て、 わな わなと 震えた が、 余 リカ 強く 抱いた せいか、 



つめた 

お浜 は 冷くな つていた。 

すな ど 

こんな 心 弱い ものに 留守 を させて、 良人が 漁る 海 

の 幸よ。 

がけ あお れいろう 

その 夜 はやが て、 砂 白く、 崖 蒼き、 玲瓏たる 江 見の 

やっこ か わたつみ 

月に、 奴が 号外、 悲しげに 浦 を龃け 廻って、 蒼海の 浪 

ぞ荒 かりけ る。 

明治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六) 年 一 月 
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